
平
成
十
三
年
度

「
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
」

平成１３年11月１日（6）

白
血
病
、
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
の
血

液
難
病
は
、
以
前
は
有
効
な
治
療
法
が
な

く
治
り
に
く
い
病
気
で
し
た
が
、
骨
髄
移

植
に
よ
り
健
康
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
骨
髄
移
植
を
成
功

さ
せ
る
た
め
に
は
、
患
者
さ
ん
と
骨
髄
を

提
供
し
て
く
だ
さ
る
方
（
ド
ナ
ー
）
の
白

血
球
の
型
（
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
）
を
一
致
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
が
一
致
す

る
確
率
は
兄
弟
姉
妹
で
四
人
に
一
人
、
そ

れ
以
外
で
は
数
百
人
か
ら
数
万
人
に
一
人

と
ま
れ
な
た
め
、
骨
髄
移
植
を
受
け
ら
れ

な
い
患
者
さ
ん
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

医
学
の
力
だ
け
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も

出
来
な
い
命
を
、
一
人
ひ
と
り
の
心
の
奥

に
あ
る
勇
気
と
優
し
さ
で
支
え
て
く
だ
さ

い
。ド

ナ
ー
登
録
の
申
し
込
み
、
相
談
に
つ

い
て
は
吉
田
保
健
所
又
は
山
梨
県
骨
髄
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
吉
田
保
健
所
総
務
課

☎
〇
五
五
五
（
二
四
）
九
〇
三
二

◆
山
梨
県
骨
髄
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

☎
〇
五
五
（
二
五
一
）
五
八
九
一

毎
年
、
各
層
各
界
で
活
躍
し
て
い
る
著

名
人
を
講
師
に
迎
え
、
開
催
す
る
「
文
化

講
演
会
」
も
今
回
で
第
二
十
回
を
数
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
は
、
五
輪
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
金

メ
ダ
リ
ス
ト
と
し
て
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

等
で
活
躍
中
の
中
野
眞
理
子
先
生
を
講
師

に
招
き
、
自
ら
の
体
験
か
ら
「
成
功
の
原

理
」
等
を
拝
聴
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
村
民
多
数
の
皆
様
の
ご
出
席
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
講
演
会
の
最
後
に
「
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
教
室
」
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

日
　
時

十
一
月
十
七
日
（
土
曜
日
）

午
後
一
時
〜
三
時

会
　
場

道
志
中
学
校
体
育
館

講
　
師

中
野
眞
理
子

演
　
題

あ
き
ら
め
な
い
で

経
歴

大
阪
市
出
身
。
二
児
の
母
親
。
元

五
輪
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
金
メ
ダ
リ
ス

ト
。

骨
髄
提
供
希
望
者（
ド
ナ
ー
）

登
録
の
お
願
い

あ
な
た
を
待
っ
て
い
る

人
が
い
ま
す

道
志
村
文
化
講
演
会

せ
っ
か
く
自
分
の 

意
見
を
言
っ
て
も
、 

大
人
は
そ
れ
を 

わ
か
っ
て
く
れ
な
い
。 

自
分
に
有
利
な
こ
と
ば 

か
り
。
子
ど
も
か
ら 

見
れ
ば
、
大
人
は 

い
つ
も
利
己
主
義
だ
。 

心
が
弱
っ
て
い
る
と
き
、 

私
の
悩
み
を
、
た
だ
聞
い
て 

く
れ
る
だ
け
で
い
い
の
。 せ

め
て
「
が
ん
ば
れ
」 

と
い
う
ひ
と
言
が 

あ
れ
ば
や
っ
て
い
け
る 

気
が
し
ま
す
。 

大
人
の
み
な
さ
ん
、 

不
安
で
寂
し
い
私
た
ち 

に
気
づ
い
て
く
だ
さ
い
。 

言
い
た
い
こ
と
だ
け

言
い
た
い
こ
と
だ
け 

言
っ
て
、
そ
れ
で
終
わ
り
。

言
っ
て
、
そ
れ
で
終
わ
り
。 

い
つ
も
怒
っ
て
ば
っ
か
り

い
つ
も
怒
っ
て
ば
っ
か
り 

い
な
い
で
。

い
な
い
で
。 

言
い
た
い
こ
と
だ
け 

言
っ
て
、
そ
れ
で
終
わ
り
。 

い
つ
も
怒
っ
て
ば
っ
か
り 

い
な
い
で
。 

子
ど
も
た
ち
は
、
心
の
中
で
、 

大
人
か
ら
の
声
を
待
っ
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
の
声
を
集
め
て
み
る
と
、
望
ん
で
い
る
こ
と
が 

見
え
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
　
心
の
叫
び
　
を
行
動
や
態
度
か
ら 

く
み
取
っ
て
、
大
人
の
方
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
あ
げ
る
こ
と 

が
大
切
で
す
。 

“ 

” 

体
が
弱
く
い
じ
め
ら
れ
っ
子
だ
っ
た
少
女

時
代
に
、
教
師
の
一
言
が
新
し
い
世
界
を

ひ
ら
い
て
く
れ
た
。
過
酷
な
訓
練
に
黙
々

と
耐
え
抜
き
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
界
の
注
目

を
浴
び
る
選
手
に
成
長
、
遂
に
世
界
を
究

め
「
栄
光
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
」
に
。
多
く

の
青
少
年
、
子
ど
も
た
ち
に
「
前
を
向
い

て
ご
ら
ん
。
あ
き
ら
め
な
い
で
。
」
と
訴

え
る
。
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
に
出
演
し
各
方

面
で
活
躍
中
。

ま
た
、
福
祉
活
動
も
続
け
、
そ
の
一
貫

と
し
て『
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
リ
サ
エ
バ
ー
11
』

他
を
主
宰
し
、
多
く
の
若
者
と
共
に
、
心

の
肩
の
く
め
る
距
離
か
ら
心
の
エ
ー
ル
を

送
る
活
動
を
続
け
て
い
る
。
枚
方
市
教
育

委
員
会
社
会
教
育
委
員
。

ラジオ、テレビで

大活躍中の講師　

中野眞理子 氏

青少年の心を育てるキャンペーン



明
け
わ
た
る
光
の
朝
よ
、
御
正
体

大
室
山
の
、
深
み
ど
り
仰
ぐ
こ
の
郷

…
と
村
歌
に
歌
わ
れ
る
御
正
体
山
。

一
、
六
八
一
・
六
米
。
い
う
ま
で
も

な
く
本
村
の
最
高
峰
。
一
等
三
角
点

の
山
。
そ
し
て
信
仰
の
山
。
今
か
ら

一
八
六
年
前
の
文
化
十
二
年
（
一
八

一
五
）
食
日
一
行
妙
心
法
師
が
木
耳

伊
（
ミ
イ
ラ
）
と
な
っ
た
事
は
余
り

に
も
有
名
で
す
。

甲
斐
国
志
に
「
此
山
辰
巳

は
道
志
未
申
は
鹿
留
丑
寅
は

菅
野
村
に
属
す
。
小
野
菅
野

村
入
会
山
な
り
」
と
の
記
述

が
あ
り
ま
す
。
山
梨
県
市
郡

村
誌
（
明
治
二
十
五
年
刊
行
）

の
道
志
村
の
項
に
は
「
桂
村

誌
に
詳
か
に
す
。
本
村
西
北

に
あ
り
嶺
上
よ
り
二
分
し
西

北
は
桂
村
に
属
し
東
南
は
本

村
に
属
す
。
溪
流
あ
り
東
流

し
て
道
志
川
に
入
る
」
と
あ

り
ま
す
。
同
書
桂
村
誌
の
項
に
「
一

に
鹿
留
山
と
云
う
。
高
約
壹
里
拾
貮

町
、
本
村
東
南
に
あ
り
大
金
山
、
大

澤
山
桜
山
天
狗
山
等
の
分
名
多
し
嶺

上
よ
り
西
南
は
明
見
忍
野
の
二
村
に

属
し
東
南
道
志
東
は
開
地
谷
村
の
二

村
に
属
し
西
北
は
本
村
に
属
す
」
の

記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。

村
誌
道
志
七
里
に
よ
る
と
、
御
正

体
の
山
名
は
各
様
の
宛
字
が
散
見
し

て
論
議
の
対
照
と
な
り
、
宮
下
文
書

に
は
三
将
台
山
記
し
、
小
野
の
古
老

は
見
潮
台
山
と
云
い
、
宝
暦
期
の
古

文
書
に
は
美
正
台
山
…
と
の
事
。
そ

の
他
の
文
献
等
か
ら
列
挙
す
る
と
三

社
台
山
・
三
祖
代
山
・
御
相
醍
山
・

御
祖
代
山
・
御
僧
体
山
・
三
僧
大
権

現
・
御
招
待
山
・
三
正
体
山
・
三
将

大
山
・
味
生
台
山
・
禊
台
山
が
あ
り
、

読
み
方
も
、
み
し
ょ
う
だ
い
・
み
し

ょ
う
た
い
・
み
そ
た
い
等
々

あ
る
が
、
御
正
体
山
（
み
し

ょ
う
た
い
や
ま
）
が
正
し
い

と
の
事
で
す
。

郷
土
史
大
事
典
（
平
凡
社
）

に
よ
る
と
、「
御
正
体
山
の
信

仰
は
、
妙
心
が
文
化
十
二
年

同
山
で
即
身
仏
と
な
っ
て
か

ら
本
格
化
し
、
こ
の
即
身
仏

は
、
妙
善
尼
・
巨
戒
が
守
り
、

初
め
山
内
上
人
堂
、
次
い
で

光
照
寺
（
鹿
留
）
に
安
置
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
山
梨
県
庁
の
手

を
経
て
、
明
治
二
十
三
年
に
、
上
人

の
出
生
地
で
あ
る
岐
阜
県
に
返
還
さ

れ
、
横
藏
寺
（
岐
阜
県
谷
汲
村
）
に

安
置
さ
れ
た
。」
と
あ
り
ま
す
。

白
井
平
や
長
又
地
区
に
は
念
仏
講

も
あ
り
、
参
道
（
登
山
堂
）
に
は
燈

籠
も
あ
っ
た
と
の
事
で
、
御
正
体
山

は
上
人
信
仰
の
名
残
を
色
濃
く
と
ど

め
て
お
り
ま
す
。

（7）

▼
収
集
場
所

・
月
夜
野
〜
大
室
指

旧
久
保
分
校
玄
関
前

・
椿
〜
西
和
出
村

役
場
玄
関
前

・
谷
相
〜
上
中
山

旧
唐
沢
小
玄
関
前

・
下
善
の
木
〜
長
又

旧
善
の
木
小
玄
関
前

▼
収
集
日

十
一
月
二
十
一
日
（
水
）

午
前
七
時
〜
午
前
九
時

▼
次
回
収
集
予
定

来
年
六
月
頃

収
集
日
以
外
に
は
絶
対
に
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
産
業
観
光
課
　
農
政

電
話
（
五
二
）
二
一
一
一

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

収

集

に
つ
い
て

農
業
用
廃
プ
ラ
（
使
用
済
み
の
マ
ル
チ
ビ
ニ
ー
ル
や
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
。）
は
、

「
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
排
出
者
で
あ
る
農
家
自

ら
の
責
任
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
で
は
、
農
業
用
廃
プ
ラ
を
み
だ
り
に
捨
て
た
り
、
野
焼
き
し
た
り
す

る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

道
志
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
農
業
用
廃
プ
ラ
の
再
利
用
を
目
的
に
収
集
し
て
お

り
貴
重
な
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
寄
与
し
て
お
り
ま
す
。

●
農
業
用
廃
プ
ラ
は
、
各
地
区
の

収
集
場
所
に
指
定
日
の
午
前
七

時
〜
九
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
以
外
の
時
間
に
は

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
廃
プ
ラ
は
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
系
な
ど
の
性
質

が
違
う
の
で
、
種
類
ご
と
に
分

別
し
て
束
ね
て
く
だ
さ
い
。

●
処
理
機
械
の
故
障
の
原
因
と
な

り
ま
す
の
で
、
土
砂
は
除
去
し
、

ゴ
ミ
や
金
物
な
ど
の
異
物
は
絶

対
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
梱
包
（
荷
造
り
）
す
る
時
は
、

ビ
ニ
ー
ル
等
を
一
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
に
折
り
た
た
み
、
一
包
の

重
量
を
十
〜
十
五
kg
程
度
に
し

て
、
二
ヶ
所
ま
た
は
十
字
に
ヒ

モ
で
結
束
し
て
く
だ
さ
い
。

ハウス用プラスチックフィルム マルチ用プラスチックフィルム
プラスチック肥料袋
農薬の空容器など

道志連山の最高峰

『御正体山』
妙心上人入定の地



平成13年11月１日（8）

預金の保護の範囲が変わることをご存じですか。
○万一金融機関が破たんした場合でも、預金者１人当たり、定期預金等の元本1,000万円までと

その利息は、来年４月以降も保護されます。

○合算して元本1,000万円までとその利息は、あくまでも最低保障ですので、受け取れるの

は1,000万円だけではありません。

○また、当座預金・普通預金等は、平成15年３月まで全額保護されています。

１．預金等の保護の範囲

（※）元本1,000万円までとその利息を超える部分については、破たん金融機関の財産の状況に応じて支払われます
ので、一部カットされることがあります。

（注）預金等全額保護の特例措置については、平成14年３月31日までに救済金融機関から預金保険機構への資金援
助の申込みが行われることが必要です。

２．対象金融機関

○銀行（日本国内に本店のあるもの） ○信用金庫　　○信金中央金庫

○信用組合　　○全国信用協同組合連合会　　○労働金庫　　○労働金庫連合会

（注）日本国内に本店のある金融機関が海外支店で受け入れる預金等は、預金保険制度の対象

外になります。

もっと詳しく知りたい方は、金融機関の窓口等にお問い合わせいただくか、金融庁、預金保険機

構、金融広報中央委員会のホームページをご参照ください。

○金　　　融　　　庁：http:/www.fsa.go.jp/ ○預金保険機構：http :/www.d ic .go .  jp/

○金融広報中央委員会：http:/www.saveinfo.or.jp/

九
月
十
八
日
、
中
央
公
民
館
、
十
月
二

日
山
光
荘
で
行
っ
た
乳
・
子
宮
が
ん
検
診

の
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
異

常
が
あ
っ
た
方
に
は
既
に
通
知
済
み
で

す
。
連
絡
の
な
か
っ
た
方
は
異
常
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

乳
・
子
宮
が
ん
の
早
期
発
見
に
は
、
定

期
的
な
検
診
が
重
要
で
す
。
特
に
乳
が
ん

は
皮
膚
近
く
に
発
症
す
る
た
め
、
自
分
で

発
見
し
や
す
い
が
ん
で
自
己
検
診
が
有
効

で
す
。

乳
が
ん
に
か
か
り
や
す
い
年
齢
は
、
四

十
代
か
ら
六
十
代
が
多
い
の
で
す
が
、
最

近
で
は
三
十
代
が
増
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
な
か
に
は
二
十
代
で
発
症
す
る
人
も

い
ま
す
。

乳
が
ん
を
早
期
発
見
す
る
た
め
に
は
毎

月
、
月
経
が
終
わ
っ
た
一
週
間
目
く
ら
い

に
、
ま
た
閉
経
後
の
人
は
毎
月
、
日
を
決

め
て
乳
房
に
し
こ
り
が
な
い
か
ど
う
か
を

調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

乳
・
子
宮
が
ん
検
診
の

結
果
に
つ
い
て

平成14年3月まで 平成14年4月～平成15年3月まで 平成15年4月以降

全 面 保 護 全 面 保 護

全 面 保 護

全 面 保 護

合算して元本1,000万円

までとその利息（※）

合算して元本1,000万円

までとその利息（※）

破たんした金融機関の財産の状況に応じて支払い

（一部カットされることがある。）

当 座 預 金
普 通 預 金
別 段 預 金

その他の預金等
定 期 預 金
定 期 積 金
ビッグ、ワイド等

外 貨 預 金

譲 渡 性 預 金

ヒ ッ ト 等

対
象
と
な
る
預
金

対
象
と
な
ら

な
い
預
金

預 金 種 類



(9)

これからの時期は、日没が段々早まってくるとともに退社・下校などの夕方の帰宅ラッ

シュ時間帯と重なり、事故の多発が予想されます。

そこで、暗くなったら、早めにライトを点灯しましょう！

ライトを点灯することにより、

危険を早期に発見できる

相手に自分の存在を知らせることができる

等より交通事故を未然に防ぐことができます。

早めのライト点灯を心掛けてください。

都留警察署・市町村交通安全対策推進本部・都留交通安全協会
都留安全運転管理者等協議会

開催時間

用紙配布

午後12時30分～１時30分まで

説 明 等

午後１時30分～４時まで

※個人青色申告者については、説

明会案内状の送付をしませんが、

会場にて資料配布しますので、

多数の参加をお願いします。
（注）小菅村・丹波山については、11月28日（水）午後１時30分～４時ま

で、奥多摩町福祉会館３階（青梅税務署主催）にも参加できます。

平成13年分給与所得の年末調整等説明会日程表

平成13年度分給与所得の年末調整等説明会日程について平成13年度分給与所得の年末調整等説明会日程について

日　　時 会　　　　　場 対象地区

11月19日(月)

11月20日(火)

11月21日(水)

11月22日(木)

都留市文化ホール小ホール
（うぐいすホ－ル）

都留市上谷1888-1
電話 0554（43）1515

富士五湖文化センター

富士吉田市緑ケ丘2-5-23
電話 0555（23）3100

上野原町民会館 4階小ホール

上野原町上野原3645
電話 0554（62）3111

大月市民会館 4階視聴覚室

大月市御太刀2-11-22
電話 0554（22）4811

都留市

秋山村・道志村

富士吉田市
河口湖町・西桂町
足和田村・鳴沢村
勝山村・山中湖村
忍野村

上野原町

小菅村・丹波山村

大月市

駐在
所

だよ
り



11 月 の 納 税

平成13年11月１日（10）
みなさんの身近な話題・ニュースをお寄せ下さい。

企画課広聴広報係　　５２－２１１１内線１６☎

印刷：㈲ 印刷エトリ

池谷　香澄
かすみ

ちゃん（中神地）

平成12年9月15日生

父 欣寿さん　母 恭子さん

平成13年11月1日

第251号

発　行道 志 村 役 場
〒４０２-０２０９
山梨県南都留郡道志村６１８１-１
TEL 0554-52-2111㈹ FAX 52-2572
ホームページアドレス
http://www.vill.doshi.yamanashi.jp/

人口　2,172人　男　1,066人　女1,106人　世帯数589（H13. 10. 1現在）

道 志 の 湯

水 源 の 森

ギャラリー水源の森

屋 内 プ ー ル

道 の 駅 ど う し

計

10,005

4 ,207

262

253

68 ,478

83 ,205

（単位：人）

半田コイ子さん（久 保）

大正8年3月25日生

国民健康保険料（第4期）
水　　道　　料（第4期）
国民年金保険料（第8期）

3日　文化祭、ゲートボール大会
4日　粗大ゴミ収集唐沢小
6日　リハビリ教室
7日　育児教室
8日　道中強歩大会
〃 粗大ゴミ収集久保分校
9日　秋季火災予防運動～15
〃 独居老人訪問
11日　県民の日吉田会場
13日　広域ふれあいバス
〃 乳児ポリオ
17日　文化講演会、高齢者学級

17日　道小マラソン大会
〃 県民の日・小瀬会場～18
20日　行政相談の日
21日　リハビリ教室
〃 育児教室
〃 農業用廃プラスチック等収集
22日　農業委員会
24日　資源ゴミ収集
〃 道の駅いのしし祭り
27日　幼児健診
29日　粗大ゴミ収集善之木小
30日　国保第４期納期

わが家の

アイドル

おじいちゃんおばあちゃん
慶

弔

◇
九
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

馬
　
　
場

佐
藤

里
保
ち
ゃ
ん佐

藤
照
敏

お
誕
生
お
め
で
と
う(
出
生)

（
届
出
人
）

十
月
七
日
、
体
育
祭
の
福
祉
バ
ザ
ー
に

お
い
て
、
皆
様
よ
り
、
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
品
々
は
、と
て
も
盛
況
の
う
ち
に
、

完
売
で
き
ま
し
た
。
村
民
の
皆
様
の
、
ご

協
力
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。来
年
度
も
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
尚
、
開
催

時
間
に
不
備
が
あ
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
ま
し
た
事
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。
売
上
げ
は
、
十
万
九
千
六
百
二
十
円

で
し
た
。
こ
の
売
上
金
は
、
福
祉
事
業
に

て
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

福
祉
バ
ザ
ー
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

下
　
中
　
山
　
　
　
　
山
口
　
和
也

甲
　
府
　
市
　
　
　
　
望
月
　
麻
美

末
永
く
、
お
幸
せ
に(

結
婚)

（
谷
　
　
　
相
　
　
　
　
小
林
　
真
次

山
　
梨
　
市
　
　
　
　
高
部
　
妙
子

（

竹
之
本

佐
藤
よ
し
ぎ
く
さ
ん

シュウメイギク


